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植物化学調節学会第 49回大会のお知らせ

　今年度の大会は下記の通り，京都大学農学部で開催することになりました．多数のご参加をお待ちしておりま
す．大会に関する最新情報は学会ホームページに随時掲載いたします．

1.　会　期 : 平成 26年 10月 17日 （金）～10月 19日 （日）
10月 17日 午　後 : 評議員会
10月 18日 午　前 : ポスター設営，ポスター口頭発表
 昼食時 : 編集委員会
 午　後 : ポスター口頭発表，総会，学会賞授賞式 
10月 19日 午　前 : ポスター閲覧／討論
 昼食時 : ランチョンセミナー
 午　後 : 受賞講演，ポスター賞表彰式，特別講演

2.　会　場 :   京都大学農学部総合館　〒 606-8502　京都市左京区北白川追分町（iiiページの地図参照）  
ホームページ http://www.kais.kyoto-u.ac.jp/japanese/access/ 
  発表・講演・総会 : 農学部大講堂W100 
  ポスター閲覧 : 農学部大会議室 C102，理学研究科セミナーハウス 
  評議員会 : 農学部大会議室（C102） 
  編集委員会 : 農学部小会議室（C228）　

3.　懇親会 : 10月 18日 （土） 午後 6時開宴予定
会場 : 京都大学百周年時計台記念館国際交流ホール（iiiページの地図参照）

4.　  参加申し込み・発表申し込み : 本大会に参加・発表希望の方は，まず参加費をお振り込みください．その後，
9月 1日（月）までに（厳守），大会ホームページ上で参加登録及び演題登録を行ってください．登録方法に
ついては ivページをごらんください．インターネットで登録できない方は，大会実行委員会に 8月 20日 （水） 
までにお問い合わせ下さい．口頭発表者は本学会会員である必要があります．要旨集発送の都合上，申し込
み時に未入会の口頭発表者は 9 月 19 日（金） までに，必ず学会年会費を納入して入会手続きを完了して下さ
い．入会手続きにつきましては学会ホームページをご覧下さい． 

5.　  参加費・懇親会費 : 参加費・懇親会費は本会誌に差し込みの払込取扱票を用いて，郵便局で払い込んでくだ
さい．払込人住所氏名欄には所属および氏名を明記してください．払込取扱票 1枚あたり 1名を厳守し，振
込手数料は各自でご負担下さい．郵便局に備え付けの払込取扱票（青）を利用する場合は，通信欄に会員・
非会員・入会手続中，一般・学生，賛助会員（招待・非招待）の種別とそれぞれの金額を明記の上，下記の
口座に入金して下さい．なお，今回の大会は京都大学の植物研究者有志でつくる「植物縦横無尽の会」と共
催で開催します．京都大学「植物縦横無尽の会」の会員は参加申し込みにあたり，会員であることを明記く
ださい．
口座番号 : 00900-0-329472
加入者名 : 植物化学調節学会第 49回大会実行委員会

会員 非会員
一般 学生 一般 学生

参 加 費 9月 1日（月）までの払込 3,000円 1,000円 5,000円 2,000円
9月 2日（火）以降の払込 4,000円 2,000円 6,000円 3,000円

懇親会費 9月 1日（月）までの払込 6,000円 3,000円 8,000円 4,000円
9月 2日（火）以降の払込 7,000円 4,000円 9,000円 5,000円
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・原則として参加費などの領収書は発行いたしません．郵便振替請求書兼受領書を各自保管してください．
・一旦払い込まれた参加費，懇親会費は返却いたしませんので，ご承知ください．
・  当日受付で支払われる場合は，参加・発表申し込みの有無にかかわらず，9月 2日以降の払込の場合と同
額になります．

6.　要旨の作成 : 発表を申し込まれた方は，要旨を ivページの申し込み方法に従って入力して下さい．英文要旨，
和文要旨の両方を作成していただきます．図表の挿入が無い場合，英文半角 1,500字以内，和文 1,200字以
内を，図表の挿入が 1枚の場合は，英文半角 1,200字以内，和文 800字以内を目安に作成して下さい．なお，
1演題につき 1ページとスペースが限られておりますので，要旨と図表はその中に入るようにして下さい．
要旨のスタイルをできるだけ統一するために，昨年の要旨集演題番号 9，あるいは，51のスタイルを参照し
て下さい．（ivページ見本を参照して下さい）

7.　発表方法 : 一般の発表は全てポスターとショートプレゼンテーションの併用とします．ポスターは A0サイ
ズ（横 84 cm×縦 120 cm）におさまるように作成してください．ショートプレゼンテーションは 1演題 3分で，
OHCを用いた口頭発表といたしますので，A4版の紙に印刷した原稿をお持ちください．
優秀な発表にポスター賞を贈呈いたします．ポスター賞の対象は口頭発表者が学生のポスターとします．

8.　要旨集 : 要旨集は，会員に大会前に学会誌サプリメントとして無料配布されます．当日販売の価格は 2,000
円の予定です．

9.　大会実行委員会連絡先
〒 606-8502　京都市左京区北白川追分町　京都大学農学部応用生命科学科
委員長 　佐藤　文彦 
e-mail : fsato@lif.kyoto-u.ac.jp
電話 : 075-753-6381, FAX : 075-753-6398  

10.　  特許出願に関する証明書発行 : これまで本学会において発表された内容について当学会が発表証明書を発
行していました．しかし，平成 22年 3月の「発明の新規性喪失の例外規定の適用を受けるための出願人の
手引き」の 改定により，現在は当該証明書を必要とする場合はないものと考えられます．そこで，本大会
においては，当学会による発表証明書の発行は行なわないことといたします．よろしくご承知おきください．

11.　会場へのアクセス
　・京都大学農学部には駐車場がありません．公共交通機関をご利用ください．
　・  JR京都駅・近鉄京都駅から大学（バス）: 京都駅正面の京都市バス「A2」乗り場から，17号系統で「京
大農学部前」又は「北白川」バス停下車すぐ．乗車時間約 35分，230円．

　・  JR京都駅・近鉄京都駅から大学（地下鉄と，バス，またはタクシー）: 地下鉄烏丸線「今出川」下車，乗
車時間 10分，260円．京都市バス 203号系統で「京大農学部前」又は「北白川」バス停下車すぐ．乗車
時間 10分，230円，もしくは地下鉄「今出川」から，タクシーで約 10分，1,100円程度．

　・  京阪出町柳から大学（バス，もしくは，徒歩）: 京都市バス「出町柳」バス停から，17号系統または 203
号系統で「京大農学部前」または「北白川」バス停下車すぐ．乗車時間 5分，230円．徒歩約 15分．

12.　  その他 : 10月京都は多くの観光客で混雑します．宿泊は各自，早い目にご予約下さい．また，観光地を経
由するバス系統は遅延することがありますので，移動にあたってはご注意ください．なお，土曜日は，キャ
ンパス内の生協食堂で昼食をとれます．また，日曜日は，ランチョンセミナーを予定していますが，近く
の食堂，コンビニエンスストアなどもご利用になれます．京都大学はキャンパス内を指定された場所以外，
全面禁煙としております．
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京都大学農学部・本部キャンパス 
農学部大講義室W100 
（講演発表・総会・授賞式） 

農学部1F大会議室 
C102 （評議員会・ 
   ポスター会場１） 

農学部2F小会議室 
C228（編集委員会） 農学部W106

講義室（受付・
クローク） 

理学研究科セミナーハウス 
（ポスター会場２） 

百周年時計台記念館2F 
国際交流ホール 
（懇親会場） 

北部食堂 

農学部総合館 

市バス百万遍 

今出川通 

市バス農学部前 

市バス北白川 

百万遍 

京阪出町柳 
地下鉄今出川駅 

銀閣寺 

東大路通 

大学図書館 

市バス 
京大正門前 

吉田神社 

指定喫煙場所 

JR京都駅、地下鉄今出川駅、京阪出町柳駅から、京都大学農学部まで 

農学部・ 
農学研究科 

今出川通 百万遍 

東山 地下鉄東西線 

三条通 

神宮丸太町 

出町柳 

河原町通 東大路通 

地下鉄烏丸線 

今出川 

烏丸御池 

四条烏丸 

河原町 阪急京都線 

JR東海道線 

JR新幹線 

烏丸通 

御所 

京阪本線 

三条 

JR京都駅 

京都大学 
本部 

丸太町通 
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植物化学調節学会第 49回大会　参加・発表申し込み方法

大会および懇親会への参加申し込み
①　参加費・懇親会費を払い込んだ後に，以下のオンライン申し込みを行って下さい．
②　下記のホームページアドレスにアクセスします （7月 17日よりアクセス可能になります）．　
　　https://www.sasappa.co.jp/shokkacho49/regi/index1.php
③　「大会・懇親会参加の新規登録/変更又は取消ページへ」をクリックし，大会・懇親会の新規参加の申し込み，もしく

は変更/取消を行って下さい．
④　例に従い，必要項目を入力して下さい （必須項目に必ずご入力下さい）．
⑤　入力を終了したら「確認ページへ」ボタンをクリックして下さい．
⑥　入力した内容を確認し，そのままでよければ「登録」をクリックして申し込みは完了となります （変更がある場合は，
「入力画面に戻る」をクリックして入力内容を訂正し，再度⑤からの手順を行って下さい）．

⑦　登録が完了すると，入力したアドレスに完了確認のメールが届きますのでご確認下さい．

発表の申し込み
①　下記のホームページのアドレスにアクセスします（7月 17日よりアクセス可能になります）．　　
　　https://www.sasappa.co.jp/shokkacho49/regi/index1.php
②　「演題の新規登録/更新又は取消ページへ」をクリックします．
③　画面が表示されたら ID 「taikai49」とパスワード「kyoto」を入力します（半角・小文字で入力して下さい）．
④　「演題新規登録」ボタンをクリックします．
⑤　例に従い，必要項目を入力して下さい （必須項目に必ずご入力下さい）．
⑥　入力を終了したら「確認ページへ」ボタンをクリックして下さい（「クリア」をクリックすると登録作業が中断され，

入力したものが全て消えますのでご注意下さい）．
⑦　入力した内容を確認し，そのままでよければ「登録」をクリックして申し込みは完了となります （変更がある場合は，
「入力画面に戻る」をクリックして入力内容を訂正し，再度⑥からの手順を行って下さい）．

⑧　発表申し込みをされた方は，最後に表示される IDとパスワードを忘れないように控えておいて下さい．登録した発
表内容の確認・変更に必要となります．

　　※申し込みの開始日は 7月 17日，申し込みと更新の締め切り日は 9月 1日です．締め切り日を過ぎると変更などが
できなくなりますのでご注意願います．

⑨　登録が完了すると，入力したアドレスに完了確認のメールが届きますのでご確認下さい．
⑩　演題の登録方法について不明な点がありましたら，笹氣出版印刷 （株）管理部システム開発課
　　（sys_info@sasappa.co.jp）までお問い合わせ下さい．
⑪　  講演要旨に図表の挿入を希望される方は，本文に演題名，所属，氏名を明記し，JPEG形式で保存した図表を添付し

たメールを上記 E-mailアドレスに送信して下さい．なお，1演題につき 1ページとスペースが限られておりますので，
要旨と図表はその中に入るようにして下さい．
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9. シロイヌナズナ根におけるグルタミン酸による水分屈性の発現制御

○岩田　悟、藤井伸治、小林啓恵、高橋秀幸 (東北大・院・生命) 

L-Glutamate plays an important role in early hydrotropic response in Arabidopsis thaliana
Satoru Iwata, Nobuharu Fujii, Akie Kobayashi, Hideyuki Takahashi (Life. Sci., Tohoku Univ)

L-Glutamate triggers large and rapid changes in cytosolic Ca2+ concentration in plants. Ca2+ is involved in plant morphogenesis 
and plant responses to environmental signals. Indeed, Ca2+ plays a key role in signal transduction mechanism of root hydrotro-
pism. However, a question arises as to whether L-Glutamate-mediated Ca2+ increase is involved in hydrotropism. Here, we have 
used a pharmacological and genetic approach to look for evidence of a role for L-Glutamate in root hydrotropism. When seed-
lings were exposed to a water potential gradient, L-Glutamate-treated roots showed a substantially enhanced hydrotropism at the 
early stage but did not affect gravitropism. Moreover, antagonist of ionotropic glutamate receptors DNQX and the Ca2+ chelator 
EGTA suppressed L-Glutamate-induced enhancement of hydrotropism. In addition, roots of glutamate biosynthesis mutant glt1-
T showed a reduced hydrotropic curvature at the early stage. Taken together, these results suggest that L-Glutamate plays an 
important role in hydrotropism via mediation of cytosolic Ca2+ at early phase of the hydrotropic response in Arabidopsis.

　シグナル伝達物質として知られるグルタミン酸はシロイヌナズナに処理することで、細胞内 Ca2+の上昇

を引き起こす。Ca2+は、根の水分屈性の制御系においてその重要性が示唆されているが、グルタミン酸を介

した水分屈性発現制御機構は未解明である。そこで本研究では、シロイヌナズナにグルタミン酸を処理した

ときの根の水分屈性、および屈性発現時の制御機構を解析することで、水分屈性におけるグルタミン酸の役

割に迫った。

　その結果、グルタミン酸処理区では無処理区と比べて、有意に根の水分屈性能が促進された。また、その

屈性の促進は水分屈性発現初期においてのみ観察された。一方、グルタミン酸処理は、根の重力屈性に顕著

な影響を及ぼさなかった。重力屈性は水分屈性に干渉することが知られているが、これらの結果は、グルタ

ミン酸処理による水分屈性の促進が、重力屈性の低下に起因するものでないことを示唆する。また、グルタ

ミン酸受容体アンタゴニストである DNQX、Ca2+キレーターの EGTA を処理するとグルタミン酸処理によ

る水分屈性の促進が抑制されたことから、グルタミン酸処理によって誘導された Ca2+の上昇が水分屈性の

向上に関与していると考えられる。さらに、水分屈性におけるグルタミン酸の役割を調べるため、グルタミ

ン酸生合成異常の突然変異体 glt1-Tを用いた解析を行った。その結果、 glt1-Tは野生型と比べて、水分屈性

発現初期の屈曲が有意に低下した。以上の結果から、グルタミン酸は、細胞内 Ca2+濃度の制御を介して、

水分屈性発現の初期段階に重要な役割を果たすと考えられる。
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51. ストリゴラクトン分子の起源 ─カロテノイド光酸化仮説の検証─

○寺本　匡 1、米山弘一2、秋山康紀3、山口信次郎4、平井伸博1 (1京都大院農、2宇都宮大雑草科学研セ、 
3大阪府大院生命環境、4東北大院生命科学) 

A hypothesis on the origin of strigolactones: is the origin photo-oxidation products of carotenoids?
Tadasu Teramoto1, Koichi Yoneyama2, Kohki Akiyama3, Shinjiro Yamaguchi4, Nobuhiro Hirai1 (1Grad. Sch. Agric., 
Kyoto Univ., 2Weed Sci. Center, Utsunomiya Univ., 3Grad. Sch. Life & Environ. Sci., Osaka Pref. Univ., 4Grad. Sch. 
Life Sci., Tohoku Univ.)

Strigolactones (SL) are apocarotenoids which trigger the germination of root parasitic weeds, and the hyphal branching of AM 
fungi. They also act as a plant hormone inhibiting shoot branching. SL is suggested to be biosynthesized from β-carotene via car-
lactone. Another plant hormone, ABA, is also biosynthesized from β-carotenoids via xanthoxin. Xanthoxin is generated in vitro 
from violaxanthin by photo-oxidation. These facts strongly suggest that SL- or carlactone-like compounds are non-enzymatically 
generated from carotenoids by photo-oxidation, and might be the origin of SL.
To examine this possibility, β-carotene was irradiated with a metal halide lamp. After 48 hr, the amount of β-carotene decreased 
to 10%, and the photo-oxidation products showed a germination ratio of 80% for Orobanche minor seeds. This result suggested 
that compound(s) having SL-like activity formed from β-carotene by photo-oxidation. The photo-oxidation products were puri-
fied using silica gel eluted with EtOAc-toluene. The fractions eluted with 5% and 10% EtOAc showed strong activity. However, 
the active compound of the latter fraction decomposed on concentration of the aqueous MeOH solution collected from an ODS 
column. This instability was similar to that of SL. Now, photo-oxidation products from large amount of β-carotene were pre-
pared, and are being purified. The hyphal branching and the shoot-branching inhibitory activities will be also tested.

【目的】

　ストリゴラクトンは根寄生植物の種子発芽刺激物質として発見されたアポカロテノイドである。近年スト

リゴラクトンがアーバスキュラー菌根菌の菌糸分岐誘導や植物の枝分かれ抑制作用を有することが明らかに

なり、植物ホルモンとして認識されるようになった。ストリゴラクトンの生合成経路として、β-carotene の

異性化と酸化により carlactone が生じ、それがストリゴラクトンに変換される経路が提案されている。スト

リゴラクトンの他に β-carotene から生合成される植物ホルモンとしてアブシジン酸 (ABA) が知られている。

ABA の生合成中間体の xanthoxin は violaxanthin の光酸化によって in vitroで非酵素的に生じることが報告さ

れている。このことはストリゴラクトンあるいは carlactone も β-carotene の光酸化によって生じ、それがス

トリゴラクトン分子の起源となった可能性を示している。そこで本研究ではこの仮説を検証するために、実

際に β-carotene の光酸化によりストリゴラクトン様の生理活性物質が生じるか否かを調べることを目的とし

た。

【方法と結果】

　ストリゴラクトン活性の検出には、ヤセウツボ (Orobanche minor) 種子発芽試験を用いた。β-Carotene の光

酸化は次のように行った。β-Carotene 含有ろ紙をメタルハライドランプ (400 W) を用いて 30,000 lx、37°C で

光照射した。ろ紙を経時的にサンプリングして酢酸エチル－メタノール (1:1) で抽出し、抽出物の β-carotene
含量を分析するとともにヤセウツボ種子発芽試験を行った。その結果、β-carotene は急速に減少し、48 hr 後
には元の 10% になった。ヤセウツボ種子発芽活性は β-carotene の減少に反比例して上昇し、48 hr の照射で

80% の発芽率に達した。このことは、β-carotene の光酸化によってストリゴラクトン様活性物質が生じたこ

とを示している。この活性成分を同定するために、1 g の β-carotene を光照射し、得られた光酸化物をシリ

カゲルカラムクロマトグラフィー (EtOAc-Toluene) にて精製したところ、5% および 10% EtOAc 溶出区に強

い活性が認められた。10% 溶出区を ODS カラムを用いて分取 HPLC (水-MeOH) で精製したが、 MeOH 水溶

液中での減圧濃縮により活性はほとんど消失した。この不安定な性質はストリゴラクトンに酷似している。

活性成分は超微量のため、現在、大量の β-carotene を太陽光照射し活性成分の精製を進めている。発芽活性

成分のアーバスキュラー菌根菌の菌糸分岐誘導活性および枝分かれ抑制活性も調べる予定である。
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